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マダイの体色異常形質を識別可能な 

一塩基多型 DNA マーカーの開発とマッピング 
 
研究成果のポイント 
・マダイの人工種苗生産では遺伝的形態異常の出現が問題となっており、養殖集団から有

害因子を積極的に取り除く必要がある。 
・遺伝的形態異常の一つである体色透明化について、有害因子の保有を識別できる DNA

マーカーの開発に成功した。 
・同 DNA マーカーはマダイ連鎖群 4 に座乗していた。 
 
研究成果の概要 
（背景） 
1. マダイの人工種苗生産では、遺伝的形態異常の出現が問題となっています。その中で

も、稚魚期の体色透明化個体（透明個体（図 1））は頻繁に見られる遺伝的形態異常の

一つです（澤山・高木 2011）。 
2. これまでの研究から、透明個体はメンデル形質であることが示唆されており、透明因

子を持った親魚の組み合わせから 25%の頻度で出現すると考えられます。 
3. 透明個体は養殖魚としての商品価値が無いため、人工種苗生産を行う上で、防除技術

の開発が必要とされています。そこで、本研究では、透明個体を識別可能な DNA マー

カーを開発することを目的としました。 

 
 
（研究手法） 
1. 正 常 個 体 と 透 明 個 体 の ゲ ノ ム DNA を 用 い 、 Amplified Fragment Length 

Polymorphism（AFLP 法）により透明個体に特異的に出現するフラグメントの探索を

行いました。 
2. AFLP 法で得られた透明個体特異的フラグメントをクローニングし、塩基配列を特定

し、透明個体に特異的な一塩基置換（SNP）を探索しました。 
3. 透明個体特異的 SNP について、正常個体と透明個体の遺伝子型を求めました。 
4. 透明個体特異的 SNP の連鎖マッピングを行い、同 SNP の連鎖群上の位置を特定しま

した。 



5. 透明個体特異的フラグメントの比較ゲノム解析を実施し、メダカのゲノム配列と相同

性の高い領域を探索しました。 
 
（研究成果） 
1. AFLP 解析から、6 個の透明個体特異的なフラグメントが得られました。 
2. 透明個体特異的フラグメントをクローニングし、塩基配列を解読したところ、1 個のフ

ラグメント（TP-360）の SNP で高い再現性が認められました（図 2）。 
3. 正常個体（n = 181）と透明個体（n = 175）について同 SNP の遺伝子型を調べたとこ

ろ、遺伝子型 A/A と A/G は正常個体で見られ、G/G は透明個体で特異的に認められま

した。しかしながら、正常個体でも G/G を持つ個体が 5.0%見られ、また、透明個体で

も 2.9%の個体が A/G であり、表現型を完全に識別することはできませんでした。 

  
 
4. TP-360 をマダイ連鎖地図（Sawayama et al. 2017）にマッピングしたところ、連鎖群

4 にマッピングされました（図 3）。 
5. メダカのリファレンスゲノム配列を用いた相同性検索を実施したところ、6 番染色体に

相同性の高い配列が確認され、同配列は Nell2a 遺伝子のイントロンに類似しているこ

とが明らかとなりました。 
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